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自然療法は、ヨーロッパに歴史的・文化的に深く

根ざしており、世界中で行われている伝統的・補

完的な医療システムである。自然療法は、植物や

動物がどのように生存し、環境と相互作用してい

るかを観察した18世紀以前の伝統的な自然療法に

強い影響を受けています。自然療法は、病気の治

療や健康増進のために自然の要素を利用するもの

です。これらの自然療法には、水治療法、薬草療

法、栄養学などが含まれ、19世紀末にドイツで、

20世紀初頭に北米で医学の明確なシステムとして

正式化された自然療法士に強い影響を与えた。自

然療法は瞬く間に西太平洋、アジア、ラテンアメ

リカ、カリブ海諸国、そしてヨーロッパ全土に広

がりました。 

自然療法士という職業は、自然療法と自然医学の

両方を含んでいます。世界の自然療法士は、教育

上の違いや、管轄区域ごとの規制や制限にもかか

わらず、共通の哲学的・伝統的知識の枠組みや、

一連の中核的治療様式と実践が、自然療法実践の

基礎であると一致して認めている。この章では、

自然療法診療の基礎となる重要な概念を紹介する。 

自然療法の実践（第1章）では、自然療法士／自然

療法医が用いる評価、診断、治療アプローチに焦点を

当て、自然療法診療の概要を解説しています。自然療

法の臨床評価は、患者の健康状態や症状・状態に寄与

している要因を特定することを目的とした人物本位な

ものである。ライフスタイル、社会的、環境的、外的、

遺伝的要因や、医療介入の影響などを調査します。自

然療法士／自然療法医は、徹底した病歴聴取、従来の

標準的な身体検査、検査室での検査に加え、舌や脈の

診断といった伝統的な自然療法的評価技術を含む、

様々な評価手段を用います。自然療法評価の3つの主な

目的は、（1）患者の健康状態、症状、病気の要因を特定

すること、（2）自然療法診断に必要な情報を収集するこ

と、（3）患者の活力と健康状態を評価することです。 

自然療法診断とは、自然療法臨床評価から得られた所

見をまとめ、解釈することです。自然療法診断の3つの主

要かつ相互に関連する目的は、（1）伝統的な自然療法診

断概念に加え、生物医学用語と診断基準を用いて、症状、

状態、および/または病状を正確に分類すること、（2）患

者の症状、状態、または病状の根本原因を特定すること、

（3）患者の生命力と治癒能力を判定することです。 

自然療法の実践は、治癒へのアプローチにおいて、常

に治療的に多様であり、その中核となる治療様式と実践は

以下の通りである。: 

• 応用栄養学 

• 臨床栄養学 

• 植物薬 

• 生活習慣の改善 

• 心身医学カウンセリング 

• 自然療法による身体医学 

• 水治療法 

• 鍼灸治療 

• ヨガ 

 
 
 

• 自然療法の実践は、医療に対する明確な評価、診断、治療のアプローチを用いています。 
• 自然療法は2つの哲学と7つの原則によって定義され、自然療法ケアは明確な自然療法理論によって導かれて

います。 
• 自然療法は患者一人一人に合わせて行われ、様々な治療方法と実践が行われる。 
• 自然療法士／自然療法医は、患者の生涯を通じて治療する。自然療法は、予防や慢性疾患に重点を置くが、

急性疾患や緩和ケアの患者の治療も行う。 

主な内容 
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その他、点滴療法など。再生療法やその他の治

療法もあります。自然療法士/自然療法医が使用す

ることができるのは、自然療法士/自然療法医に基

づくものです。 

自然療法の理念と原則（第 2）では、自然療法を支え

る哲学的基盤について概説しています。を実践しています。

自然療法の哲学-バイタリズム (生体に生得的な知性がある

として） とホリズム（身体は複雑な適応システムである。

全体として統一されたものとして存在すること)が、あらゆ

る局面を包含しています。自然療法士によるケア 自然療法

の7つの原則 また、自然療法の実践の指針ともなっていま

す。: 

I. 第一に、害を及ぼさないこと（prumum non nocere）。 

II. 自然の治癒力(vis medicatrix naturae) 

III. 原因を治療する(tolle causam) 

IV. 全人格を治療する（tolle totum) 

V. 教師としての医師(docere) 

VI. 健康増進と疾病予防 

VII. ウエルネスとウェルビーイング 

自然療法理論（第3章）では、主要な理論を概説

しています。理論的・概念的な枠組みは 自然療法士の

臨床推論と意思決定。自然療法含まれる主な理論は以下

の通りです。: 

• 自然療法的治療順序（The Naturopathic Therapeutic 

Order）。治療へのアプローチ 低侵襲な治療から、よ

り強引な治療まで、必要に応じて 必要に応じて 

• - 有害物質が、その有害物質が、その有害物質が、そ

の有害物質が、その有害物質であることを 環境から吸

収されたり異常な代謝過程によって生成され 健康維持

のために効果的に除去すること。 

• - 複雑系理論。身体は複雑で、自立したダイナミック

なものである。環境の中で機能する進化するシステム 

相互に関連した複数の入れ子システムの そして、それ

を反映した治療が必要です。 
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• 自然療法による評価は、患者の健康状態の評価、患者の症状や病気の要因の特定、患者の活力や健康状態の評価に焦

点を当てた、人間中心のプロセスである。 
• 自然療法診断では、生物医学的な診断方法と伝統的な職業特有の診断方法を用いて、患者の健康状態を理解し、根本

的な原因を突き止めるとともに、患者の活力や健康感覚を明らかにします。 
• 自然療法士は、患者への個別対応やマルチモーダルな統合的アプローチにおいて、様々な治療方法を採用していま

す。 
• 自然療法士/NDは、自然療法訪問時に4つ以上の異なる治療を行うか処方するのが一般的です。 
• 自然療法士/NDが国際的に最もよく使う治療様式は、ライフスタイルの修正、応用栄養学、臨床栄養学、および植物

薬である。 

主な内容 

1 自然療法の実践  

イヴァ・ロイド ND 

ティナ・ハウザー ハイルプラクティカー・ナチュロパス 

 

 

自然療法は、自然療法の評価、診断、治療に特化した明

確なアプローチを持つ医療システムである。自然療法実

践の基礎的な基盤には高度な一貫性がありますが、各国

には教育や規制の違いがあり、その結果、自然療法士/

自然療法医が行う評価の幅、患者に自然療法的診断を提

供する能力、自然療法士/自然療法医（ND）が用いる治

療様式や実践に違いが生じています。 

自然療法アセスメント 
自然療法臨床評価は、患者の症状、状態、病態が、個人

とその社会的相互作用の多次元的なレベルでどのように

現れているかを判断することに焦点を当てた人物中心の

プロセスである。自然療法の評価には3つの明確な目標

がある [1, 2]。 

1. 患者の健康状態、症状および/または疾病に寄与し

ている因子を決定する。 

2. 自然療法的診断に必要な情報を収集する。 

3. 患者の活力と健康状態を評価する。 

全人格的な治療を行う場合、自然療法による評価には、

Treat the Cause (tolle causam) の原則に包含される

包括的な要素が含まれます。これには、ライフスタイ

ルの要因（栄養状態、水分補給、姿勢、睡眠、呼吸、

衛生、運動など）、家族歴や遺伝的要因、社会的相互

作用（家族力学、地域社会や学校・職場要因、精神・

感情状態など）、環境要因（例：環境因子、環境因子、

環境因子、環境因子）などが含まれます。環境汚染物

質、病原体への曝露、外出時間）、外的影響（事故や

怪我、ライフイベント、趣味、電磁波機器への曝露、

家庭用品や個人用品に含まれる毒素など）、医療（薬

やサプリメント、手術歴や治療歴など）[1, 2]。 

自然療法の評価は、一般的に生物医学的な実践者と

の面会よりも長く、患者の視点と健康状態の経験を考慮

した全体的な患者中心のアプローチを強調する [3]。自

然療法士／自然療法医は、自然療法のトレーニング、他

の伝統的・補完的なヘルスケアシステム、生物医学から

直接引き出された評価と診断の方法を採用している。ト

レーニングや診療範囲、そして各法域における特定の規

制は、採用する特定の評価ツールや自然療法士/自然療

法医の診断能力に影響を与えます。一般的に、自然療法

士による評価には以下のものが含まれる[1]。: 

• 詳細な個人情報および健康状態の把握 

• 食事や栄養状態、運動量、その他の生活習慣の評価。 

• 患者さんの精神的・感情的な状態の評価 状態および幸福

感。 

• 免疫経路の評価。 

• 環境暴露に関連する情報 という環境条件があります。そ

の人が住んでいる場所、住んでいた場所に応じて。 

• 過去の事故、怪我、外的要因の履歴 医療処置、処方薬 

禁忌となる可能性があること。自然療法を使用する場合。 

• 診断技術としては、舌、虹彩、そして 脈拍診断、その他

の診断方法 の訓練と業務範囲に合致している。各地域1 

• 伝統的および生物医学的な手法による身体検査 診断方法

2 

• ラボラトリーテスト（Laboratory testing）3 

• 他の医療専門家または医療従事者に紹介する。評価の側

面から専門家が入ることもある。各管轄区域の業務範囲

に応じ各患者の具体的なニーズがある。 

•  
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自然療法診断 
自然療法診断とは、その診断結果をまとめ、解釈する

ことです。自然療法臨床から得られた所見をもとに 

を評価します。自然療法士/ナチュロパシックドクタ

ーは、以下を組み合わせています。エビデンスに基づ

く生物医学的アプローチによる診断法 を、伝統的な

職業特有の診断方法と組み合わせています。3つの主

要な目的があり、相互に関連しています。自然療法的

診断 [1] 。: 

1. 症状、状態を正確に分類すること 伝統的な自然療

法を使用した 生物医学用語に沿った診断の考え方

と診断基準。 

2. 患者さんの根本的な原因を突き止めること。症状、

状態、または疾患状態 

3. 患者の生命力、治癒力を判断する。能力を持つ。 

自然療法の実践では、健康と身体は同じであること

を認識する。病気は連続したものであり、明確な病名が

ない場合 自然療法による診断は、従来の診断と異なり

患者さんの症状を特徴的な症状に基づいて分類すること

があります。症状のパターンとその原因因子。 

一部の法域では、注意が必要です。自然療法士/自然

療法医が使用する用語は、以下の通りです。診断と疾病

は制限されており、したがって これらの地域における

自然療法診断の焦点は、以下の通りです。健康状態、特

性（または体質）の評価のパターンや病気の原因などを

明らかにします。 

治療モダリティ と実践 
自然療法は、自然療法アセスメントで特定され、

自然療法診断で分類されたユニークな要因に基づいて、

個々の患者に合わせた統合的な臨床実践である。自然

療法の実践は、常にその実践と治療方法の幅広さで知

られています [1]。自然療法士／自然療法医は、治癒

と疾病管理への統合的アプローチが最適な健康のため

の最良の基礎を提供し、より大きな幸福感とセルフケ

アを含む患者が生活に統合できる変化に焦点を当てる

ことが、自然療法ケアの重要な側面であると認識して

いる [1]。自然療法士/自然療法医が、自然療法訪問

中に4つ以上の異なる治療を実施または処方すること

は一般的です[4]。 

WHOの全地域を対象とした2021年の国際調査では、自

然療法士／自然療法医の診療の特徴と行動について調

査されました[3]。 この調査では、自然療法士／自然

療法医が「常に」または「ほとんどの場合」、ライフ

スタイルの修正、食事の変更、栄養補助食品、漢方薬

を処方または推奨していることが報告されました。ま

た、カウンセリングや精神療法、手技療法も4分の1以

上の自然療法医が行っていると回答しています。ほと

んどの自然療法士は、食事と栄養、ストレス管理、睡

眠、身体活動とフィットネス、医薬品とその他の薬物、

物質使用、カウンセリングとメンタルヘルス、人間関

係とサポート、環境衛生と毒素など、様々なトピック

について患者と話し合っていると報告しています。実

践行動の全リストは、表1.1に示した。これらの調査

結果は、WNFが実施した他の調査[1, 4, 5]と一致して

いる。 

 自然療法による統合ヘルスケアの強みは、地域

の伝統的な医療習慣、各管轄区域の教育や規制のレベ

ル、そして各患者のユニークな特性に基づいて、実践

や治療方法を取り入れることができることです。より

高度な自然療法教育訓練と協力的な規制環境を持つ地

域では、自然療法の実践には以下が含まれます。 
 

 

 

1  ヨーロッパの自然療法士は、一般的に虹彩分析（'iridology'）の訓練を受けています。WHOの多くの地域の自然療法士は、舌

や脈の診断を自然療法トレーニングの一環として行っています。 
2 北米などの一部の地域では、自然療法医はプライマリーケア医として訓練を受けており、その診療範囲には、標準的な身体検査

に加えて、婦人科や骨盤の検査も含まれています。 
3  研究所での検査には、標準的な血液検査や尿検査、毛髪ミネラル分析、便や唾液、その他の分泌物の詳細な検査が含まれます。

自然療法医の中には、評価の一環として、放射線報告書やスキャンを解釈する訓練を受けている人もいます。 
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表1.1: 自然療法士／自然療法医が実践行動に「いつも」または「ほとんど」従事していると報告する頻度（n=478） 

行動規範の実践 常に/ほとんどの場合 

処方箋/推奨 N (%) 

生活習慣の改善 437 (91.4%) 

食生活の変化 429 (89.8%) 

栄養補助食品 308 (64.4%) 

生薬 287 (60.0%) 

カウンセリングと心理療法 132 (27.7%) 

手技療法 127 (26.5%) 

鍼灸 78 (16.3%) 

水治療法 72 (15.1%) 

その他の伝統的な医療システム 69 (14.5%) 

ホメオパシー 67 (14.1%) 

注射・点滴療法 28 (5.9%) 

ディスカッショントピック 

ストレスマネジメント 432 (90.8%) 

食事と栄養 429 (90.1%) 

睡眠 422 (88.6%) 

身体活動・フィットネス 422 (88.6%) 

医薬品、その他薬品 302 (63.6%) 

カウンセリングとメンタルヘルス 302 (63.4%) 

人間関係・サポート 286 (60.2%) 

物質使用量 272 (57.2%) 

環境衛生・有害物質 234 (49.2%) 

 

医薬品の処方権、生物学的同一性ホルモンの処方、点滴

療法、再生注射療法、小手術などの療法を行うことがで

きる。特定の自然療法治療の臨床的価値に加えて、患者

は自然療法相談の質と性質に関連した非特異的な治癒効

果も得ることができる [6]。自然療法の理念と原則の詳

細については、第2章に記載されている。第6章では、特

定の自然療法とその実践の成果を調査した臨床研究の要

約も示している。この中には、非特異的治癒効果をコン

トロールした臨床試験も含まれている。セクション6で

さらに検討された治療法と実践の概要は以下の通りであ

る。 

応用栄養学には、治療および/または予防における栄養

状態の最適化を目的とした食事パターンおよび食品の選択の修

正が含まれる。病気 自然療法の応用栄養学的介入には、食事

療法（治療食、断食、個別の食事修正など）、治療薬の適用が

含まれます。 

特定の食品と食行動に関連する行動およびライフスタイル

のカウンセリング [7] 。自然療法の実践は、食品と栄養に関

する科学的で経験的な知識を取り入れ、個々の構成要素を超え

たホールフードの価値を認識し、また、薬の一形態としての食

品の伝統的な知識と、すべての患者の体質と独自性、食を取り

巻く思考、感情、住む場所を考慮する重要性を認めている。 

臨床栄養学は、健康増進、疾病予防、薬効な

どの特性を持つビタミン、ミネラル、食品由来の抽

出物を治療用製品（錠剤、粉末、液体など）として、

目標とする臨床成果を得るために使用することであ

る[8]。自然療法士/自然療法医は、以下の目的で臨

床栄養学的介入を行うことがある。 

特定された栄養不足に対処するため、または患者の

特定の健康状態や苦情に対応して生化学的または生理学

的な変化を開始するため [9] 。 

臨床栄養は、広範囲のビタミンおよびミネラル（例、

マルチビタミン）のレベルを上げることによって適用す

ることができ；以下のために開発された特殊な処方を適

用する。健康に対する明確な目的・効果、または特定の

患者のニーズに合わせた単一の栄養素を使用する。自然

療法士/自然療法医は、市販の栄養製品を推奨または処

方するか、個々の患者のために特別に処方された複合栄

養成分を即座に調剤することができる [9, 10]。 

植物薬は、食品としてのハーバル薬、処方箋とし

ての植物薬など、多岐にわたります。単一のハーブ(全

体または様々な形)の抽出物、またはそれらの成分をそ

のまま使用したもの）、および複数の成分を配合した複

合製剤があります。以上の生薬が含まれています。ハー

ブは以下のような形で処方されることがあります。あら

かじめ調合された独自の製品（すなわち、市販の を製

造すること、または即席で調剤することです。(その場

で、その人のニーズに合わせて調合することです。個々

の患者を対象とする。） ハーブは内服で処方すること

ができる 食事の一部として、お茶、チンキ剤、エッセ

ンシャルオイル、錠剤/錠剤の形で また、クリームなど

の外用剤としても使用できます。また、湿布やオイルな

どにも使用されます。また、以下のように呼ばれること

もあります。植物医学、フィトテラピー、フィトメディ

スン（植物療法）。 
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生活習慣の改善とは、次のようなものです。環境的、

心理的、行動的な原則 ウェルビーイングを向上させるため

に これらの原則は 運動処方と姿勢の改善で 食生活を改善

し、健康的な食生活を送るよう勧める。タバコ、アルコー

ル、その他に触れること 違法薬物の規制のためのガイドラ

イン。仕事と休息のバランスに配慮し、睡眠・覚醒のサイ

クルを整える とレクリエーション [11]。注目すべき重要

な考慮事項 また、有意義な活動スケジュールを組むことも

重要です。社会参加 [12]。環境要因も も重要な考慮事項

であり、次のような目標を設定することができます。大気、

水、騒音への曝露を減らすよう提唱する。また、自然の中

で過ごすことを推奨しています。 

心身医学（MBM）カウンセリングは、以下のような

構成になっています。心の働きを高めるために考案された

様々な実践方法。身体に良い影響を与え、逆に身体に悪い

影響を与えるものです。行動学、心理学、社会学、芸術学、

スピリチュアルなど アプローチを行っている[13, 14]。

MBMの実践は、以下に基づいている。心が肉体に影響を与え

るという理解 逆に身体はその状態に影響を与えます。とし

ています。MBMの実践には、ヨガ、太極拳、瞑想などがある。

伝統的な医学の一部であった 数百年から千年の歴史があり、

近年では マインドフルネス・ストレス・リダクション

（MBSR）等。 

自然療法の身体医学には、様々な形態があります。筋

肉をほぐしたり、手技療法を行う。マッサージ技術、物理的な

操作、その他のボディワーク技術 一部の自然療法士/ナチュロ

パシー（Naturopathic 医師は、自然療法の一環として、自然療

法による物理的な医療を提供しています。また、他の診療所で

は、患者を直接診療することもあります。様々なボディワーク

のプラクティショナーと協力して、患者に ホリスティックで

統合的なヘルスケアへのアプローチを提供します。 

ハイドロセラピーとは、治療用に水を利用するこ

とです。を目的としています。ハイドロセラピーは、外

部から使用することができます。湿布、入浴（バルネオ

セラピーまたはタラソセラピー）などがあります。とス

プレー、そして内服です。吸入や大腸ハイドロセラピー

などがある[15]。これは完全に 体の治癒をサポートす

る無薬物療法です。主に血液の操作によって 温熱的、

機械的な手段による循環また、水を媒体として、熱や機

械的な方法で循環させる治療法もあります。ミネラル、

生薬、その他の治療薬などの 剤です。ハイドロセラピ

ーの治療効果は、以下の通りです。冷水、温水のどちら

か一方を使用するか、または 冷水と温水の湿布を交互

に行うものであり 一般に、急性疾患には鎮静作用が、

急性疾患には鎮静作用があるように設計されています。

慢性的には刺激的である[16]。 

鍼治療は、いくつかの異なる方法で実践されてい

ます。鍼治療、電気鍼治療、耳介鍼治療など。指圧、

カッピング、灸など。針鍼治療には、鍼の挿入が含ま

れる。伝統的な医学に基づき、身体の経絡に沿って治

療します。中国医学（TCM）の考え方を取り入れていま

す。耳介鍼（じかいしん）耳の中のツボに針を刺す方

法です。または、鍼の種や小さな鍼を貼る。を耳の特

定のツボに押し当てます。指圧は、同じ鍼灸の哲学的

基礎は、鍼の代わりです。ツボに圧力をかける。指圧 

規制がある場合でも、施術者はその規制を受けること

ができます。鍼灸の一種である。カッピング 連続的な吸引

を行いますが、最近の機器では 脈打つように吸引したり、

皮膚に沿ってカップを滑らせたりします。 

その他、中医学では、お灸をすることもあります。は、

ハーブを体の近くで焼いたり、体に当てたりすることです。

中医学のマッサージの一種である推拿（すいな）、グアシ

ャ（刮痧は、皮膚を削って治療する方法です。刺激パッド

や刺激装置は、痛みの緩和に鍼治療の原理を利用するもう

一つの現代的な手段で、家庭で安全に使用することができ

ます。 

ヨガは哲学的な修行法であり、身体的・精神的な鍛錬

のブレンドである。伝統的なヨガは、身体的なアーサナ

（ポーズ）と実践を組み込んでいますが、同時にプラナヤ

マ（呼吸法）、ニドラ（詠唱）、クリヤ（浄化活動）、デ

ィヤーナ（瞑想）などの瞑想、スピリチュアリティ、食事

やライフスタイルなどを、全人格的な調和とバランスをサ

ポートするために修正します。ヨガという言葉は、これら

のプラクティスのプロセス全体と、目標または最終的な目

的を指しています。 

プラナヤマ（呼吸法）、ニドラ（詠唱）、クリヤ（浄

化活動）、ディヤーナ（瞑想）などの瞑想、スピリチュア

リティ、食事やライフスタイルなどを、全人格的な調和と

バランスをサポートするために修正します。ヨガという言

葉は、これらの実践のプロセス全体と、哲学的な目標や最

終地点の両方を指します[17]。 

まとめ 
自然療法士/自然療法医は、急性および慢性疾患を持

つ患者、予防および/または緩和を求める患者を含む、

生涯を通じての患者を治療し、ヘルスケアを提供しま

す。自然療法の実践は、人間中心であり、評価プロセ

スや自然療法の一環として病気の原因を特定すること

に重点を置いている。 

診断 自然療法の実践は、一貫した哲学と原則に基づ

く基盤によって定義され、自然療法は様々な療法と実

践を採用する。 

個々の治療目標に合わせて 自然療法士と自然療法医

が採用する一般的な治療様式と実践には、応用栄養学、

臨床栄養学、そして、自然療法を含む。 

栄養学、漢方薬、ライフスタイル・カウンセリング、

水治療法、自然療法物理医学、その他、管轄の規制に

よって異なる治療法および実践法と自然療法医のトレ

ーニングを受けています。 
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• 自然療法の哲学であるバイタリズム（生体に備わった知性）とホリズム（身体は複雑な適応システムであり、全体として

存在する）は、自然療法診療の中核を成しています。 
• 自然療法には7つの原則があり、自然療法ケアのあらゆる側面を導いています。 

I. 第一に、害を及ぼさないこと（prumum non nocere）。 
II. 自然の治癒力(vis medicatrix naturae) 
III. 原因を治療する(tolle causam) 
IV. 全人格を治療する（tolle totum) 
V. 教師としての医師(docere) 
VI. 健康増進と疾病予防 
VII. ウエルネスとウェルビーイング（幸福感） 

主な内容 

自然療法の理念と原則 
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自然療法の専門家は、初期の西洋医学と歴史的・文化的

ルーツを共有しており、伝統的な哲学と原則に忠実であ

りながら、生物医学的環境における統合と翻訳に特に熟

練してきました。自然療法の哲学と原則を、健康と病気

に関する生物医学的理解の中に統合することが、自然療

法の専門職を定義することになります。生物医学的なア

プローチで自然療法を処方するのではなく、自然療法の

原則、哲学、理論のレンズを通して自然療法の様式と実

践を適用することが、自然療法/自然医学と他の医療シ

ステムとの違いです。 

自然療法の哲学 
バイタリズムとホリズムは、自然療法ケアのあらゆる側

面を導く、自然療法の中核となる哲学である[1-3]。 

バイタリズム 
バイタリズムとは、生命体は非生命体とは根本的に異なり、

生命の起源と現象には、生命の物理的・化学的要素とは異

なる、加えて力またはエネルギーが関係しているという概

念に基づいています[4]。自然療法/ナチュロパシー医学に

おけるバイタリズムの適用は、身体には生来の治癒能力が

あり、生命、健康、病気は論理的かつ生来のある法則と原

則に従っているという理解に基づいています [1、5]。バイ

タリズムは、すべての生命の中に自己組織化原理があるこ

とを仮定し、生命が秩序正しく知的であることを認識する

[1, 6]。人体の生得的な知性は、すべての個人を生かし、生命、

健康、治癒を支配する上で、物理的または化学的な自己を含む

だけでなく、それを超えた力を指しているのである。自然療法

の実践は、健康と回復の障害を特定し除去し、健康な内部およ

び外部環境の創造を支援することによって、このプロセスを促

進し増強することを目的としている [6]。 

ホリズム（ホリスティック） 
自然療法はホリスティック（全体論）の哲学に支えられ

ており、健康を達成するためには人間全体を治療しなけ

ればならないことを認識しています。ホリスティック/

ホリズムとは、「すべて」「全体」「総体」という意味

です。全体は部分の総和よりも大きいという認識に基づ

いており [1、5、7] 、身体は複雑な適応システムであ

り、統一された全体として存在し、完全に理解するため

には統合モデルとして扱われなければならない [8]。 

自然療法診療の全体論的アプローチでは、以下を認識す

る。精神的、心理的、機能的なものであること。と構造

的な側面は相互に依存しています。 

個人を治療する場合、ホリスティック・アプローチでは、

次のような治療を行います。個人内および対人関係のダ

イナミクス、および 各人が置かれた環境との相互作用 

外部からの影響、社会的相互作用 [1、7、9、10]。 

自然療法士は、人体を全体的に見ます。身体のある部分

の変化を認識し は、それに対応する別の部分の変化を

もたらします。例えば、自然療法士/自然療法医は次の

2 
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ように理解しています。腸内細菌叢の乱れは、以下

のような悪影響を及ぼす可能性があります。気分や

記憶、あるいは関節痛や消化器系の機能が は、感情

やストレスに影響されます[1]。例えば ホリズムを

臨床に応用する場合、自然療法士/自然科学者が 自

然療法医が第一線または補助的な役割を担っていま

す。高血圧のケアは、同時に を評価し、積極的に対

処する。高血圧の原因として、食生活が挙げられま

す。座りっぱなしの生活、極端な運動、ストレス、

環境問題、汚染物質など [1, 11]. 

自然療法の原則 
自然療法の実践は、一貫して次のような特徴を持って

います。相互に関連しながらも、7つの基本的な区別

を適用しています。原則は、自然療法を補完するもの

です。バイタリズムとホリズムの哲学。 

自然療法の原則は以下の通りである[1]。： 

I. 第一に、害を及ぼさないこと 

（prumum non nocere）。 

II. 自然の治癒力(vis medicatrix naturae) 

III. 原因を治療する(tolle causam) 

IV. 全人格を治療する（tolle totum) 

V. 教師としての自然療法医(docere) 

VI. 健康増進と疾病予防 

VII. ウェルネスと幸福感 

様々な哲学や理論が長きにわたって存在しています。自

然療法が始まって以来、自然療法診療の一部を担ってき

ました。 

自然療法の原則は、この間ずっと自然療法診療の基本で

あったが、その正式な成文化は、1989年に北米の自然療

法医が主導する専門家形成イニシアチブによって開始さ

れた[1]。これらの原則の成文化は、歴史的な伝統的知

識、初期の自然療法家と自然療法哲学者の著作、および

現代の自然療法概念のレビューに基づいて行われた[7]。

2015年の世界の自然療法専門家の調査では、自然療法の

実践に関連する自然療法の原則について世界的なコンセ

ンサスがあることが示された[12]（図2.1参照）。その

後、この定義に第7の原則である「ウェルネスと健康」

が追加され、世界中のいくつかの自然療法プログラムの

教えに含まれている[13]。 

第一に、害を及ぼさないこと 

（プリムノノセア primum non nocere) 

第一に、害を及ぼさないこと（prum non nocere）は、異な

る医療専門職の間で受け入れられている基本的な概念で、

ヒポクラテス書[1]にまで遡ることができます。 

自然療法の実践者は、害を避けるための3つの教訓に従って

この原則にアプローチします [1, 14]。 

1. 有害な影響のリスクを最小化し、病気の評価、診断、治

療、最適な健康状態を回復するために必要な最小限の力ま

たは介入を行う診療、治療法、処置を利用すること。 

2. 急性期や身体に負担がかかっているときには、短期間の

症状の抑制が必要な場合がある。しかし、症状の抑制は治

癒のプロセスを妨げると理解されるため、安全に行える場

合は避けなければならない。 

3. 自然療法の評価、診断、治療のすべての面において、

vis medicatrix naturae を尊重し、共に働くこと。 
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図2.1: 自然療法専門家協会が報告した自然療法の原則のグローバルコンセンサス [12] 。 
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First, Do No Harmの原則は、自然療法士/自然科学者

にも要求されます。自然療法医が患者に教えるべきことは 

自分のライフスタイルに必要な洞察力と自覚を持つこと 環

境、社会的な関係などの選択です。そして、人生のあらゆ

る側面が相互に関連しあっていること。健康に影響を与え

る可能性、および/または、寄与する可能性があること。健

康か病気かのどちらかに この原則には以下も含まれます。

自分の病気とその関連性について、患者を教育する リスク

/潜在的な害をもたらす[1, 14]。 

自然の治癒力 

(ヴィス・メディカトリックス・ナチュラエ 

vis medicatrix naturae) 
自然療法士の役割は、自然療法をサポートすることです。

自然の治癒力を促進し、増強する。(vis medicatrix 

naturae)の障害となるものを特定することにより健康や

回復をサポートするために取り除く必要があるもの。患

者をサポートし、教育することで 健康的なライフスタ

イル、健康的な内面・外面のまた、患者さんとともに 

その心は、健康と幸福を支えていること [1, 15]. 症状

の根本的な原因や障害となるものがある場合を特定し、

それに対処することで、身体は治療することができるよ

うになります。は、自然治癒のプロセスを開始する。生

活習慣を変えることで と、漢方薬などの自然療法を利

用することです。最適な栄養、十分な水分補給、運動 

とボディワークによって、自然治癒力（vis medicatrix 

naturae）が発揮されます。の力をサポートします[5]。 

ヴィス・メディカトリックス・ナチュラエ（vis 

medicatrix naturae）とは、身体に内在する を、個人

個人が持つ自然治癒力のプロセスであると考えます。 

自然療法の実践は、次のような認識に基づいている。

健康のための構成要素が提供されれば 人間の身体は、

ほとんどの場合、自然な抵抗力を持っています。 

病気や回復のメカニズムが備わっています。自己規

制を行う[16]。ヘンリー・リンドラー（1862-1924）。

自然療法の著名な提唱者である。ドイツ出身のハイドロ

セラピストは、Vis medicatrix 修復し、癒し、回復さ

せるよう努める」。障害物を取り除き、正常な状態にす

ることである。内なるヒーラーがその仕事を最大限に生

かすことができる" 。[15]. 

人間の健康における自然治癒力（vis medicatrix）の

例は数多くある。: 

• 発熱は感染症に対する自然な反応である。発熱状態を

経験することの利点は、一般的に は、有害な影響を

上回ります[17]。 

• 嘔吐や下痢は、体内で起こる 食中毒に反応する。 

• 骨折は、整復すれば自然に治ることが多い。 

• 大きな手術の後や、次のような治療の後は 化学療法

や放射線療法を受けると、身体はそれを開始します。

（治癒のプロセス） 

原因を治療する (tolle causam) 

病気の根本的な原因を特定し、治療すること。病態を悪

化させる要因として不可欠なものです。自然療法評価と

Treat the Cause（tolle）という原則があり、その重要

性が強調されています。アプローチです。この考え方は、

「健康とは何か」という認識に基づいています。病気は

論理的なものであり、理由があって起こるものです[1]。

それは以下のように認識されます。病気は1つまたは複

数の原因によるものであり これらの原因は、人の様々

な側面に由来している可能性があります。生活。病気や

疾患を引き起こす根本的な原因は 完全な回復と対処の

前に、特定し、対処する。 

癒しが起こる前に、あるいは最適な健康状態が達成され

る前に [15] 彼らの複雑な多次元的アプローチの一環

として 自然療法士や自然療法医師は、ヘルスケアに対

して 健康や医療に影響を与えるさまざまな要因を探求

します。 

［1、7、9、10]を含む病気。: 

• 遺伝的および発達的な要因。験、子宮内の影響、出

生時の影響など。（トラウマ） 

• 栄養摂取などの生活行動 と食養生、水分補給、姿

勢、休息と 睡眠パターン、運動、リラクゼーショ

ン 動を行う。 

• 社会的相互作用には、家族、学校、職場、または次

のようなものが含まれる。地域社会の力学、他者と

の関係。セルフトークを含むコミュニケーションス

キル、および/または 対処する能力と自由度 社会

的な対立や変化、経済的な要因。 

• 環境要素には、空気の質。水、土壌、環境化学物質

への暴露。重金属などの汚染物質、病原体など ウ

イルス、細菌、カビ、真菌など、および/または ま

たは、自然の中で過ごす時間や、自然の中で過ごす

時間を問い合わせる。日光を浴びること。 

• 外的な影響としては、事故や怪我、重要なライフイ

ベント、パーソナルケア製品や家庭用品・園芸用品

に含まれる化学物質、電磁波を発信する機器、人間

工学に反すること、趣味、などがあります。飛行機

による影響。 

• 医療介入には、過去および現在の医療用・

美容用処方薬、手術および/またはその他の医療処置

の使用が含まれます。 

自然療法では、健康を促進するシンプルなライフ

スタイルに戻ることが、しばしば最良の薬であり、

重要な部分であることを患者に教えます。最適な

健康状態を実現します。症状の原因を治療するた

めには、症状や病気の遺伝学、生理学、病理学だ

けでなく、それらが各人に与える感情的な影響や、

人が自分の健康や病気についてどう考えているか

を特定することが重要です[1]。自然療法評価の目

的は、可能であれば、特定のきっかけ、状況、関

係、外的影響、環境要因、および/または行動を決

定することであり、それが障害の始まりとなる。

健康から遠ざかり、対処する必要があります [1, 

14]。 

体内生理学のバランスが崩れたとき、および/または疾

患の発症時に、身体は自然に補おうとする。この補償は、症
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状として、また身体の様々な機能の障害として現れる。

自然療法士/ナチュロパシックドクターは、身体が複雑

で論理的であることを認識し、症状を身体の自然な治癒

の試みの表現として捉え、根本原因への道筋を示し、治

療の決定を導くことができる [1]。自然療法士/ナチュ

ロパシックドクターは、社会政策によって影響を受け、

強力な方法で健康を形成することができる医療とは別の

要因を考慮することによって、tolle causam（原因を治

療）の原則を適用します [17]。このアプローチは、よ

く知られている「健康の社会的決定要因」（世界保健機

関（WHO）により「人々が置かれている状況」と定義）

の概念と重なります。生まれ、成長し、生活し、働き、

そして年をとる...そして、これらの状況の基本的な原

動力」 [18, 19] 。 

全人格を扱う 

(トール・トーンtolle totum) 
自然療法のヘルスケアへのアプローチは「人間中心」であ

り[20]、Treat the Whole Person (tolle totum) 原則を通

じて、全体は部分の総和よりも大きいと認識するケアのホ

リスティックモデルを適用しています。 

自然療法/ナチュロパシー医学は、個人のあらゆる側面が調和して

機能することが最適な健康にとって不可欠であり、多因子的な健

康や病気の性質上、評価、診断、治療には個人に合わせた包括的

なアプローチが必要です[1, 15]。自然療法の診察では、一般

的に評価と治療の時間が延長される [12] 。診察時間が

長くなることで、患者の健康問題、それらの問題が患者

にあらゆるレベルで影響を与えている方法、現在の健康

や病気のレベルに至った原因因子について、より深く理

解することができるようになる。そのため自然療法相談

の性質上、自然療法士/自然療法医の側では、原因要因

の役割を理解するために相当な思考と分析が必要、患者

の状態や現れている症状への影響 [21]。 

全人格的な治療を行う場合、自然療法による評価に

は、Treat the Cause (tolle causam)で概説されている

包括的な要素が含まれるという原則があります。自然療

法の実践では、人の内外のあらゆる部分の統合が健康の

達成と維持に寄与することを認識している [1] 。この

ような生来の統合に対する自然療法の焦点は、生物心理

社会的な概念に見られるように、研究や生物医学におい

てますます認識されるようになってきている。 

心理神経免疫学、心理神経内分泌学、そして腸と脳

のつながりなど、いくつかを挙げることができます [22, 

23]。これらのマルチシステム構成は、各人の中の相互

関連性を強化し、複雑さと複雑なシステムの創発的性質

を受け入れる科学的世界観により適しているのである。 

教師としての自然療法医 

(docere) 
自然療法患者教育の主な目的は、患者に力を与え、

健康リテラシーを高め、患者がより責任を持ち、自

分自身の健康を維持できるようになることを促すこ

とである [1, 15]。Docere（医師）は、ラテン語の

「教える」という言葉に由来しています。自然療法

士/自然療法医の役割には、健康と疾病に影響を与える

要因について患者と地域社会を教育し、患者が自分の選

択が及ぼす影響について知ることができるようにするこ

とが含まれます。患者さんのために健康プログラムを考

案し、現在の健康状態からのロードマップを提供し、患

者さんの健康維持・増進のために取り組むべきことを指

導します。 

健康を回復し、最適なウェルビーイングを実現するため

に設立以来、自然療法との出会いは、人間中心、個人中

心であった。この20年間で、他の医療専門職や政策立案

者は、患者中心のモデルを受け入れ、今ではより現代的

な人間中心のケアの概念に発展している [24]。患者中

心のケアから人間中心のケアへの移行は、個人のニーズ

全体を含むようになった。 

臨床的・医学的な 自然療法の実践は、これまでも、そ

してこれからも、人間中心のアプローチと完全に一致す

るものである。ホリスティックな哲学に根ざした自然療

法は自然療法の焦点は、個人、症状や状態の原因、症状

が健康の他の側面にどのように影響するか、そして症状

と状態との関係です。自然療法士/自然療法医は、患者

がこれらの問題を自分自身で理解し、そうすることによ

って、自分自身の健康を管理する力をつけることができ

るように手助けすることが、docereの原則に必要なので

す。このような患者のエンパワーメント体験は、自然療

法ケアの特徴として知られている [20] 。 

指導には時間がかかるため、ほとんどの自然療法訪問で

は、自然療法士/自然療法医が、ウェルネス達成に必要

な行動の変化をどのように実行し維持するかについて患

者一人ひとりを教育するために十分な時間をとる [1, 

21]。多くの患者は、自分が病気である理由、それを改

善するために何ができるかを理解したいと望んでいる。 

そして、将来の健康のために何を変える必要があるのか。

このような意識、動機づけ、理解は長期的な健康を左右

するものであり、その前提として自然療法士/自然療法

医の知識レベル。 
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健康増進と疾病 

予防 
病気の予防と最適な健康状態の達成は、自然療法診療の

主要な目的です[1]。 

ライフサイクルのすべての段階を通じて健康を維持し、

ウェルネスを最適化するために個人やコミュニティと協

力することは、自然療法ケアの中核となる概念である。

自然療法はホリスティックヘルスケアと予防医療に自然

療法の原則を適用し、症状や病気の原因を特定して対処

し、自然の治癒力を応用した統合治療計画を立て、完全

な健康を達成するために推奨される変化について患者を

教育し、患者が健康とウェルビーイングへの回帰に積極

的に関与するように促すことが同時に含まれます。自然

療法/自然医学は、健康増進と調和しています。 

健康的なライフスタイルの促進、危険因子の評価、病気

に対する感受性の判断、適切な治療法の適用により、病

気予防の枠組みに介入を行い構築します。 

自然療法士/自然療法医が様々な患者教育ツールを活用

し、地域社会教育は世界の自然療法専門家の重要な活動

です。 

健康行動を変え、セルフケアのガイドラインを実行し、

特定の疾患を管理するためのライフスタイルの推奨を提

供するために [26]。患者を支援する健康的なライフス

タイルの構築には、適切な栄養摂取、十分な運動と動作、

休息、リラックスとストレス管理、適度なペースのライ

フスタイル、健康的な社会的つながりの構築、人生の美

しさと複雑さに目を向ける、可能な限り環境汚染物質の

回避、適切な消化機能と排泄の維持などの推奨事項を含

みます [5]。 

自然療法士/ナチュロパシックドクターは、急性疾

患、慢性疾患だけでなく、予防医療や/または緩和医

療を求める患者に対して、あらゆるライフステージを

通して治療を行います[3]。自然療法の評価には、患

者の健康に影響を及ぼす可能性のある環境暴露や外的

影響についての質問、社会的関係やコミュニティが健

康に及ぼす影響、遺伝的要因、現在および過去の医療

介入の影響などを判断します [1]。ライフスタイルの

行動は、疾病予防と健康増進に最も重要であり、軽度

の疾病がより深刻または慢性的な変性疾患に発展する

ことを防止するものです [14]。そのため、ライフス

タイルの行動は、自然療法士/自然療法医によって、

原因因子または悪化因子として調べられるだけでなく、

自然療法による治療介入の不可欠な部分として考慮さ

れる。 

ウェルネスと健康 
自然療法士/ナチュロパシックドクターは、単に病気を

回避したり対処したりするだけでなく、患者が健康を

手に入れるためのサポートに重点を置いています。彼

らは、患者と一緒に 

患者一人ひとりがウェルビーイング（幸福感）を実感

できるよう支援します。 

 

ウェルネスというと、最適な健康状態やバランスの確立と

維持を連想しがちですが、ウェルビーイングは一人ひとり

の視点に基づくものです。 

症状や病気の有無にかかわらず、誰もが本来持っている、

手に入れることができる状態です。ウェルビーイングの考

え方は、世界保健機関（WHO）が提唱している 

健康の定義は、健康とは身体的、精神的、社会的に完全に

満たされた状態であり、単に病気や不調がないことではな

いとしています[27, 28]。このことは、病気志向ではなく、

ウェルネス志向の健康システムの実現をますます指向して

いる現代の国際的な健康政策に反映されています[29]。 

身体的な健康だけでなく、心理的、精神的な健康

も含めて、総合的な幸福の状態を作り出しているので

す[1]。ウェルビーイングの基準は個人によって異な

り、身体的な活力、家族や友人との強いつながり、地

域社会に貢献しているという誇り、人間関係や社会的

つながりの質、経済的な安定、そして/または、日々

の仕事に対する情熱や愛情が含まれます。自然療法診

療の一環として、自然療法士/自然療法医は、患者が

自分自身でウェルビーイングをどのように定義してい

るかを尋ね、その達成をサポートできるようにする。

自然療法では、ウェルビーイングが認識され経験され

ると、よりホリスティックなアプローチをとらずに病

気だけを治療した場合よりも早く治癒すると主張して

いるため、患者独自のウェルビーイングの概念が最も

重要である [1] 。 

まとめ 
自然療法の実践は、2つの中核的な哲学（バイタリズム

と ホ リ ズ ム ） と 、 ま ず 害 を 与 え な い （ prum non 

nocere）、自然の治癒力（vis medicatrix naturae）、

原因を治療する（tolle causam）、全体を治療する

（tolle totum）、教師としての医師（dosere）、健康

増進と疾病予防、健康と幸福の7原則を包含しています。

自然療法の専門職は、自然療法の評価、診断、治療のす

べての側面を導くその哲学と原則によって定義されます。

このように、自然療法の専門職は、他の補完医学の専門

職と特徴を共有し、個人中心のケアを提供するために哲

学的な方向性を持っている [30]。自然療法士／自然療

法医は、そのホリスティックでバイタリスティックな哲

学をもとに、患者との治療関係、共感、患者のエンパワ

メントといった非特異的な要素を積極的かつ意図的に用

いている [31] 。このアプローチは、コミュニティにお

ける自然療法ケアの全体的な価値と利益にとって、特定

の治療法や療法の使用と同様に重要である。 
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• 自然療法理論は、自然療法の実践を導き、自然療法ケアで使用される臨床的推論と意思決定の理解を提供しま

す。 

• 自然療法治療オーダーは、自然療法の実践、治療、およびサービスを適用するための段階的なガイドを提供しま

す。 

• エミュンクトリー理論では、健康を実現するために毒素を排出する必要性とそのプロセスについて概説していま

す。 

• 複雑系の理論は、人体を複雑な適応システムとして認識し、人間の健康の相互接続性を理解するためのフレーム

ワークを提供します。 

主な内容 

3 自然療法理論  

スティーブン・マイヤーズ ND PhD  

イヴァ・ロイド ND 

ティナ・ハウザー ,ハイルプラクティカ 

ナチュロパス 

 
 

自然療法/ナチュロパシー医学の実践は、常に哲学、原

理、理論に基づいて構成されており、現在も続いていま

す。自然療法の専門家が発展するにつれ、理論は融合さ

れ、成文化され、理論をさらに説明する科学の進歩を取

り入れるために拡張されてきました。 

自然療法の理論 
2016年のWNFによる自然療法教育機関の世界調査によると、

いくつかの自然療法理論が世界的に自然療法/自然医学の

実践に共通するものとして報告されています（図3.1参照）

[1]。 

自然療法教育プログラムで教えられてきた自然療法理論

の多くは、第2章で概説した自然療法の理念と原則に取り

入れられている。自然療法秩序，エメンション理論，複

雑系理論のようないくつかの理論は，以下に示すような

特徴的なものであり，強調されています。 

自然療法的治療順序 
自然療法は、病気の原因因子と健康の決定因子が、活力

と治癒の維持と回復のための主要な基礎であることを強

調することによって、vis medicatrix naturaeの治癒の

プロセスを拡大する[2]。初期の自然療法理論のガイド

ラインは、北米とオーストラリアの自然療法カレッジの

支援を受けて1997年にアメリカで成文化され [3] 、自

然療法の実践、療法、治療が、患者へのリスクや害の可

能性を最小限に抑えながら最大の利益をもたらすために、

どのような順序で適用するのが最善かをまとめたガイド

を提供するために自然療法療法オーダーと呼ばれるようにな

りました。この理論は、自然治癒過程の観察に基づき、治療

介入の自然な階層を説明するもので、身体には最小限の力で

自己治癒しようとする本質的な性質があるという理解に基づ

くものである。 

自然療法士／自然療法医は、治療スペクトルの中

で、様々な治療法を評価し、取り入れています。自然

療法の実践は、非侵襲的あるいは非薬理学的な介入を

効果的に優先させることに焦点を当てているが、自然

療法の哲学は、自然療法士/自然療法医あるいは他の

医療専門家が提供するかどうかにかかわらず、より強

力な治療が状況によっては必要であることも認識して

いる。自然療法の治療順序 [2, 4] によると、特に慢

性疾患に対する治療の推奨は、以下の段階を経て行わ

れるのが最善であり、そのうちのいくつかは他の医療

専門家に紹介する必要があるかもしれない。 

1. 健康的なライフスタイルを促進し、健康と治癒を

妨げるものを取り除くことによって、健康のため

の条件を確立する。 

2. 栄養学、水治療法、ホメオパシー、鍼治療などの

自然療法や、その他の自然療法を適用し、自然治

癒力を刺激する。管轄区域 

3. 生理学的および生体エネルギー的なサポートとバ

ランスをとる。弱体化したシステムを強化し、落

ち着かせることで 過度な刺激を受けたシステム、

組織、臓器に適用する。 

4. 植物薬、栄養補助食品、その他を使用すること。
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自然療法とその実践は構造的完全性に対処また

は修正するために 自然療法によるマニピュレ

ーション、姿勢の矯正。運動療法、その他のボ

ディワークまたはその他の形態 手技による物

理療法 

5. 特定の自然療法を用いて病態に対処する。天

然物質またはモダリティを使用することにより 

物質を用いて、身体の治療、回復、再生を行う

必要に応じて。 

6. 薬学的または共感覚的な方法で病態に対処す

る。その進行に歯止めをかける。必要な場合、

緩和する。多くの国では、このステップは、ア

ライド・ヘルス専門家に紹介する必要がある。 

7. 病態を抑制または外科的に除去するために、

専門医を紹介する。侵襲的な方法である手術

の実施とサポートを行う。放射線、化学療法、

処方箋薬など、必要に応じて対応する。 

自然療法士は支持療法を用いる。レベル1～5で

説明したように、副作用を減らすために、同時に 

より侵襲的な治療が行われる場合、その効果と回

復のサポートが必要です[3] 

エミュンクトリー理論 

（エムンクトリー） 

有害物質には、環境から吸収されるものと、正

常または異常な代謝によって生成されるものがあり

ます。健康維持のためには、体内に蓄積された有害

物質を除去しなければならないというのが、エミュ

ンクトリー理論の概要である。体内の毒素が病気の

原因であるという考え方は、次のような研究によって強

化されました。クリストフ・ヴィルヘルム・ヒューフラ

ンド[5]、サミュエル・トムソン[6]、ヨハン・シュロス

[7]、ヴィンセント・プリースニッツ[8]、ルイス・クー

ン[9]、ジョン・ヘンリー・ティルデン[10]など、自然

療法の重要人物たち[11]がいる。 

エミュンクトリー理論は、自然療法の原則である

tolle causamを発展させ、vis medicatrix naturaeを促

進させるものである[4]。毒素を適切に排出することは、

健康全般、特に慢性疾患に対して不可欠であると述べて

いる。毒素の排出は活力と自然治癒力を助け、その裏返

しとして、排出の欠如は活力と治癒力を阻害します。エ

メンソリー理論では、身体には毒素の排泄をサポートす

る経路がいくつかあることを認識しています。肺（呼

吸）、腎臓（尿）、腸（便）、皮膚（汗）、生殖器（月

経と射精）、喉頭（声）などが主な経路である [4]. 二

次排出経路には、鼻汁、目脂、皮膚発疹など、身体が毒

素を排泄する他の方法が含まれる [4]。 

近年、現代の自然療法医は、伝統的なエミュンクト

リー理論と現代研究の知識を統合し、エミュンクトロジ

ーと呼ばれる新しい学問分野を形成している[12]。エミ

ュンクトロジーは、伝統的な自然療法の実践と現代科学

の合成であり、以下を可能にする多系統の構成を提供し

ている[4, 12]。 

• 排泄器官（エミュンクトリー）の統合的研究。 

• 排泄器官の機能障害に対する遺伝的感受性の理解。 

• 老廃物や有害物質を排出し、正常な生理機能（ホメ

オスタシス）を維持するための機能関係と役割。 

• エミュンクトリーの機能が最適でない場合、あるいは病

的な場合に起こる病態生理。 

 

 

 
 

バイタルフォース  

個人との融合  

 

自然療法による治療法  

 

熱の価値 

治療の秩序  

疾病の統合 

 

毒物中毒の理論  

健康の三原則  

 

ヘリングの治癒の法則  

 

体液性理論  

エミュンクトリー 

 

複雑系理論 
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図3.1: 自然療法教育プログラムで教えられている自然療法の哲学と理論の割合
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Chapter 3: Naturopathic 

Theories 

 
• 健康維持のために、自然療法の実践で使用される臨

床戦略、栄養補給、調律、刺激および/または鎮静

化。 

自然療法の評価には、エミュンクトリーパスウェ

イの機能を見極めることも含まれます。清潔で健康的

な食事と十分な水分が不可欠ですが、治療では、すべ

てのエミュンクトリー経路の機能を活性化し、正常化

することを目的としています。自然療法には、栄養食

品、適切な水分補給、漢方薬、水治療法、組織塩、カ

ッピング、発汗促進、運動療法、リンパドレナージュ

など、感覚器系機能を補助するいくつかの方法がある 

[4]。 

複雑系の理論 
人間の身体は複雑な適応システムである。また、複

数のシステムが入れ子状になった環境の中で機能す

る自立したシステムであり、それらは動的である。 

進化しており、創発、相互の因果関係、内外の要因

の精巧な相互関連性によって特徴付けられる[13]。

自然療法/ナチュロパシー医学は常に、人は周囲の環

境と相互作用し、反応する統合された全体であると

いう理解を受け入れてきた。システム思考や複雑性

理論など、形式的かつ体系的な方法で複雑性を受け

入れることの重要性はますます認識されていますが 

[14]、医療専門職は自然療法/ナチュロパシー医学の

ように、哲学的にホリスティックで複雑な性質を持

つものは、常に健康や癒しを概念化してきました。 

このパラダイムと整合的である[15]。自然療法/ナチ

ュロパシー医学は、人の個々の健康ニーズを、相互

作用し、相互依存する部分の構成として見るそのた

め、多くの場合、複数の治療領域を同時にターゲットに

することができます。 

実際、複雑系の理論は、健康と病気に対する自然療法の

アプローチにおいて、次のような形で反映されていま

す。: 

• 自然療法の哲学であるホリズム（全体論）と還元

主義を受け入れる。 

• 個人のあらゆる側面と環境との関係は、孤立した

部分よりも重要であることを認識すること（自然

療法の原則Treat the Whole Person）。 

• 個人を複雑なものではなく、複合的なものとして

捉え、個人が直線的な因果のメカニズムではなく、

創発的で非線形なパターンなどの異なる特性を示

すことを認識する（自然療法の原則 原因を治療す

る）。 

自然療法士と自然療法医は、人を中心としたケア

に対する哲学的かつ原則的なアプローチを通じて、複

雑な概念を容易に受け入れることができます。 

システム理論を実践しています。評価、診断、治

療に対する彼らのマルチシステム・アプローチは、複

数の臓器や身体を考慮することの重要性を強調するも

のである。ヘルスケアのあらゆる側面におけるシステ

ム [16]。 

まとめ 
自然療法の実践は，自然療法秩序，エミュンクトリー理

論，複雑系理論などの理論によって支えられている。自

然療法の哲学、原理、理論が一体となって、自然療法に

よるケアを導き、健康と病気に対する理論的根拠を記述

しているのです。 
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